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『いのちの木』 
リッタ・テッケントラップ 

作･絵 
森山京 訳 

ポプラ社 

 ある日、森のキツネ

が、その生涯を閉じま

した。森の仲間たち

が、親切なキツネとの

日々を語り合ってい

たところ、新しい木が

生まれます。大切な人

は、いなくなっても私

たちの心の支えとな

るのです。      

『ながぐつをはいた

ねこ』 
末吉暁子 文 

飯野和好 絵 

講談社 

 ペローの名作『なが

ぐつをはいたねこ』の

絵本はたくさんあり

ますが、この本で描か

れた「ねこ」は、ご主

人さまのために奔走

する姿が（ちょっと不

細工ですが）一所懸命

で一番かわいらしく

見えます。        

新着図書 

・いとしの大衆食堂 

（北室かず子 文） 

・三省堂国語辞典のひみつ 

（飯間浩明 著） 

・聖なる怠け者の冒険 

（森見登美彦 著）   ほか 

 


